
市民のうごき
7月末現在(前月との比較)

人口 39，382人 (+66人)

男 18，810人(十37人)

女 20，572人(十29人)

世帯 12，034世帯 (+20世帯)

面積 240.93平方キロメートル
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日
だ
け
で
な
く

い
つ
も

郷
土
美
化
を

七
月
十
九
日
仁
、
市
内
各
地
で
早
朝
よ
り

せ
い
仁
川
郷
土
美
化
運
動
H

が
実
施
さ
れ

ま
し
た
。

今
年
で
八
回
に
な
る
こ
の
行
事
は
、
す
っ

か
り
大
洲
の
夏
の
行
事
と
し
て
定
着
し
ま
し

た
。
参
加
者
も
年
々
増
え
、
小
学
生
か
ら
お

年
寄
り
ま
で
、
奉
仕
の
気
持
で
作
業
し
た
結

果
、
観
光
都
市
大
洲
は
、
す
っ
か
り
き
れ
い
に

な
り
¥
化
粧
直
し
を
し
た
よ
う
で
す
。
参
加

さ
れ
た
み
な
さ
ん
に
感
謝
い
た
し
ま
す
。

し
か
し
、
郷
土
美
化
は
、
↑
日
だ
け
の
行

事
で
な
く
¥
毎
日
毎
日
が
こ
の
運
動
の
延
長

で
す
。
大
洲
の
街
が
特
別
な
奉
仕
日
を
設
け

て
清
掃
活
動
を
し
な
く
て
も
い
い
よ
う
に
¥

一
人
ひ
と
り
が
、
ふ
る
さ
と
を
き
れ
い
に
す

る
心
を
も
ち
た
い
も
の
で
す
。
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納期は
8月30日砂国民健康保険税(第二期)今月の納税



(2) 

人
生
に
定
年
な
し

お
年
寄
り
の
生
き
が
い
を
考
え
る

おおず広報

い
ま
、
全
国
で
は
百
人
の
う
ち
九
人
が
六
十
五
歳
以
上
の
お
年
寄
り
I
l
l
lこ
れ

が
三
十
四
年
後
の
昭
和
九
十
年
に
は
十
八
人
と
二
倍
に
増
え
る
と
予
測
さ
れ
て
い
ま

す。
三
十
四
年
後
に
六
十
五
歳
に
な
る
人
、
つ
ま
り
お
年
寄
り
の
仲
間
入
り
を
す
る
の

は
、
い
ま
働
き
盛
り
の
三
十
一
歳
。
よ
く
言
わ
れ
る
H

高
齢
者
問
題
μ

と
い
う
の
は
、

な
に
も
お
年
寄
り
だ
け
の
問
題
で
な
く
、
若
い
人
た
ち
の
や
が
て
直
面
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
テ

l
マ
で
あ
り
、
そ
し
て
社
会
全
体
の
課
題
で
も
あ
る
の
で
す
。

同
時
に
、
わ
が
国
人
口
の
高
齢
化
は
、
諸
外
国
に
例
を
見
な
い
テ
ン
ポ
と
規
模
で

進
む
こ
と
も
、
あ
わ
せ
て
考
え
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
問
題
で
す
。

九
月
十
五
日
は
「
敬
老
の
日
し
ま
た
、
こ
の
日
か
ら
一
週
間
は
「
老
人
福
祉
週
間
し

で
す
。

大洲市民憲章

老人福祉センターでのクラブ活動

大
洲
市
の
老
人
人
口

大
洲
市
の
六
十
五
歳
以
上
の
わ
年
寄
り
は
、

四
月
一
日
現
在
、
五
千
百
七
十
一
人
で
、
全

体
の
十
三
・
二
%
と
年
々
増
加
し
、
全
国
平

均
を
上
回
っ
て
お
り
ま
す
。
大
洲
市
で
は
百

人
の
う
ち
十
三
人
以
上
が
六
十
五
歳
以
上
の

お
ま
す
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

人
生
に
定
年
な
し
|
|
|
こ
の
機
会
に
老

人
の
生
き
が
い
と
は
、
よ
き
老
後
と
は
に
つ

い
て
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

「
思
い
や
り
」
が

生
き
が
い
を
奪
う
こ
と
も

あ
る
家
庭
で
の
話
で
す
。

「
畑
仕
事
を
続
け
た
い
。
ツ
ル
が
一
メ
ー

ト
ル
に
も
伸
び
た
。
い
ま
手
入
れ
を
し
な
い

と
、
い
い
カ
ボ
チ
ャ
が
で
き
な
い
。
」

お
じ
い
さ
ん
は
、
畑
仕
事
が
唯
一
の
楽
し

み
で
し
た
。
近
く
の
農
家
か
ら
借
り
た
、
狭

い
な
が
ら
も
N

自
分
の
畑
ω

に
通
い
、
四
季

折
々
の
野
菜
子
つ
く
り
に
い
そ
し
む
こ
と
に
日

日
の
喜
び
を
感
じ
て
い
ま
し
た
。
娘
夫
婦
と

三
人
の
孫
に
い
つ
も
新
鮮
な
野
菜
を
食
べ
さ

せ
た
い
1

1

1
こ
れ
が
お
じ
い
さ
ん
の
な
に

よ
り
の
生
き
が
い
だ
っ
た
の
で
す
。

と
こ
ろ
が
、
あ
る
日
、
娘
さ
ん
か
ら
「
少

し
は
体
の
こ
と
も
考
え
て
く
だ
さ
い
」
と
、

野
菜
づ
ノ
h
り
を
禁
じ
ら
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

娘
さ
ん
に
し
て
み
れ
ば
、
お
じ
い
さ
ん
が
、

畑
仕
事
に
は
直
接
ひ
び
か
な
い
も
の
の
軽
い

腰
痛
を
訴
え
、
そ
れ
に
ド
痢
ぎ
み
だ
っ
た
ご

と
か
ら
、
し
ば
ら
く
の
ん
び
り
し
て
も
ら
お

う
と
考
え
て
の
こ
と
で
し
た
。

こ
の
日
以
後
、
お
じ
い
さ
ん
は
、
部
屋
に

引
き
こ
も
り
が
ち
に
な
り
、
そ
の
上
、
悪
い

こ
と
に
生
来
の
持
病
ま
で
再
発
し
て
し
ま
っ

た
そ
う
で
す
。

こ
れ
は
極
端
な
例
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、

こ
の
話
に
は
、
わ
た
し
た
ち
が
高
齢
者
問
題

を
考
え
る
上
で
の
貴
重
な
教
訓
が
含
ま
れ
て

い
ま
す
。
「
お
年
寄
り
に
対
す
る
思
い
や
り
」

が
逆
に
「
生
き
が
い
を
奪
う
」
結
果
を
招
く

場
合
が
、
往
々
に
し
て
あ
る
と
い
う
こ
と
で

す。
総
理
府
が
行
っ
た
「
高
齢
化
問
題
に
関
す

る
世
論
調
査
」
(
昭
和
五
十
五
年
十
月
)
に

よ
り
ま
す
と
、
『
老
後
は
ど
の
よ
う
な
こ
と
を

境
に
始
ま
る
か
』
に
対
す
る
回
答
は
、
次
の

よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

体
の
自
由
が
き
か
な
い
時
却
%

仕

事

を

や

め

た

時

お

%

年

金

を

も

ら

う

時

引

%

ご
れ
を
男
性
だ
け
に
つ
い
て
み
ま
す
と
「
仕

事
を
や
め
た
時
」
が
三
八
%
で
ト
ッ
プ
を
占

め
、
一
般
に
言
わ
れ
る
」
疋
年
後
グ
ッ
と
ふ

け
こ
む
J

と
い
う
こ
と
が
、
な
る
ほ
ど
と
う

な
づ
け
ま
す
。
つ
ま
り
「
意
欲
を
失
う
」
こ

と
が
老
化
を
速
め
て
い
る
と
い
っ
て
い
い
で

し
ょ
h70

お
年
』
寄
り
の
生
き
が
い
を
考
え
る
と
き
、

わ
た
し
た
ち
が
心
し
た
い
の
は
「
積
極
的
に

生
き
よ
う
と
す
る
意
欲
を
奪
っ
て
は
な
ら
な

い
L
I
-
-こ
れ
が
基
本
で
す
。

人
生
に
は
定
年
が
な
い
の
で
す
か
ら
。

老
人
福
祉
セ
ン

タ
ー
へ
ど
う
ぞ

お
ま
す
の
み
な
さ
ん
の
健
康
を
守
り
、

H

生
き
が
い
手
つ
く
り
H

の
場
所
と
し
て
、
大

洲
市
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
が
あ
り
ま
す
。

健
康
を
守
る
た
め
に
は
、
老
人
健
康
診
査
、

老
人
健
康
相
談
(
毎
週
木
曜
日
時
1
)
、
老
人

健
康
体
操
(
毎
週
水
・
金
日
時
1
)、
在
宅
老

人
家
庭
看
護
訪
問
指
導
、
在
宅
老
人
機
能
回

復
訓
練
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
セ
ン
タ

ー
内
の
機
能
回
復
訓
練
室
に
は
、
ヘ
ル
ス
ト

ロ
ン
を
は
じ
め
全
身
自
動
マ
ッ
サ
ー
ジ
機
、

バ
レ
ル
ロ
ー
ラ
ー
、
ベ
ル
ト
バ
イ
ブ
レ
ー
タ

ー
な
ど
の
機
器
を
備
え
て
、
み
な
さ
ん
に
利

用
さ
れ
て
い
ま
す
。

内
生
き
が
い
ふ
つ
く
り
H

の
活
動
と
し
て
は
、

手
芸
、
吟
詠
、
民
謡
、
園
芸
、
囲
碁
、
ク
ロ

ッ
ケ
ー
な
ど
の
ク
ラ
ブ
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

団
体
の
人
た
ち
の
利
用
を
考
え
て
、
申
し

込
み
に
応
じ
て
、
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
で
送
迎
も

実
施
し
て
い
ま
す
。

詳
し
い
こ
と
は
、
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
に

お
問
い
あ
わ
せ
く
だ
さ
い
。

含
④

3
7
7
5

敬
老
シ
ー
ツ
を
支
給

市
内
に
住
ん
で
お
ら
れ
る
七
十
歳
以
上
の

お
年
寄
り
さ
ア
か
月
以
上
在
住
)
に
毎
年
、

敷
布
団
用
の
シ
1

ツ
を
支
給
し
て
い
ま
す
。

今
年
も
次
の
よ
う
に
支
給
い
た
し
ま
す
。

日
時

9
月
日
日
1
2
日

9
時
か
ら

場
所
旧
大
洲
町
市
福
祉
事
務
所

連
絡
所
分
各
連
絡
所

持
参
百
回
印
鑑
・
は
が
き



V
子
供
は
十
一
人
生
ま
れ
ま
し
た
が
、
現
在

一
は
六
人
い
ま
す
。
孫
は
九
入
、
ひ
孫
十
五
人

一
い
ま
す
。

一
V
無
理
を
せ
ず
に
、
汗
し
て
働
く
こ
と
が
長

一
生
き
で
き
た
原
因
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

一
V
毎
日
、
子
供
達
の
農
作
業
の
子
伝
い
を
し

一
て
、
食
亨
芸
い
し
く
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

一
V
日
露
戦
争
に
従
軍
し
、
満
州
の
寒
い
と
こ

一
V
子
供
が
四
人
、
孫
が
士
二
人
、
ひ
孫
が
六
一
ろ
に
一
年
あ
ま
り
お
り
ま
し
た
が
、
病
気
一

一
入
、
ゃ
し
ゃ
ご
が
二
人
わ
り
ま
す
。
一
つ
し
ま
せ
ん
で
し
た
。

一
V
食
事
に
限
ら
ず
、
何
事
も
腹
八
分
が
長
生
一

一

き

の

ひ

け

つ

だ

と

思

い

ま

す

。

一

、

一

一

二

議

ん

一
V
楽

し

い

こ

と

と

い

え

ば

、

子

供

や

孫

と

二

九

三

議

5
U
¥
¥
れ

劃

一
緒
に
時
間
を
過
ご
す
こ
と
で
す
。
み
な
、
本
一

J
J

に
ふ
よ
J
い
F
J
U
U

一

当

に

よ

く

し

て

く

れ

ま

す

。

一

一

示

三

瀦

惑

い

一

十

一

、

…

M
M
宮

一
V
昭

和

七

年

に

新

嘗

祭

で

供

え

る

粟

を

耕

作

一

一

戸

惑

ヘ

了

三

削

若

↑
し
た
こ
と
が
、
一
番
思
い
出
に
残
っ
て
い
ま
一
:
一
七
三
U

A

渋川剖

一

す

。

一

V
子
供
が
七
人
、
孫
が
十
一
人
、
ひ
孫
が
十
一

i
i
i
i
j
E号
、

一

V
子
が
間
入
、
孫
が
一
一
十
人
、
ひ
孫
が
一
干

五

人

、

ゃ

し

ゃ

ご

が

二

人

い

ま

す

。

品

購

輯

輔

購

輔

鶏

瀬

川

歩

、

ん

一

九

人

い

ま

す

o
A
7
は
孫
と
住
ん
で
い
ま
す
o

v
不
平
不
満
を
一
言
わ
ず
、
自
分
の
こ
と
は
白
一
醸
輔
糟
尋

1
1
J
F
i
J

さ

劃

一

V
日
光
浴
を
し
、
新
鮮
な
空
気
を
吸
い
、
出

覇
欝
J

吋
一
、
ー
ム
i

i

i

v

一

七

ノ

分
で
し
、
こ
ま
め
に
体
を
動
か
す
の
が
長
生
一
麟
麟
ト
ー
ペ

~

j

-

¥

(

%

一
て
歩
く
こ
と
が
、
長
生
き
の
ひ
け
つ
で
は
な

-

j

一

き

の

ひ

け

つ

だ

と

思

い

ま

す

。

一

麟

dr
…

J
J

門…紛

L
《
口
一
い
で
し
ょ
う
か
。

V
毎
日
、
自
由
き
ま
ま
に
暮
す
こ
と
が
一
番
寵
藤
下
骨
盤
輯

γvマ主
畑

一

V
A
7
は
白
が
悪
い
の
で
す
が
、
以
前
は
ひ
も

で

す

。

一

誠

輔

輯

醐

輯

鵬

醐

輯

輯

鱒

臨

ん

級

品

会

開

旧

一

や

ぬ

い

ぐ

る

み

を

作

り

楽

し

ん

で

い

ま

し

た

。

d
醐
暗
闇
輔
濁
酒
掴
掴
醐
輯
輯
醐
醐
醐
閤
醐
闇
瞳
輯
瞳
輔
醒
静
、
《
壬

f

v戦
争
中
、

B

m
が
編
隊
を
組
ん
で
、
空
高
一

i
!
c
i
l
i
i
i
i
i
i

一
V
松
山
の
女
学
校
(
現
松
山
南
高
)
で
学
ん

く
飛
ん
で
い
た
ご
と
が
、

A
7
で
も
思
い
出
さ
一

V
子
は
八
人
、
孫
は
二
十
九
人
、
ひ
孫
が
四
一
だ
こ
と
を
今
で
も
思
い
出
し
ま
す
。

れ

ま

す

。

一

十

人

い

ま

す

。

一
V
若
い
時
に
元
気
で
働
き
、
規
則
正
し
い
生
一

一
活
を
送
り
ま
し
た
の
で
、
長
生
き
で
き
た
の
一

一

だ

と

思

っ

て

い

ま

す

。

一

一
V
少
し
体
を
悪
く
し
ま
し
た
が
、
わ
い
し
く
一

一

食

事

を

い

た

だ

い

て

い

ま

す

。

一

一
V
元
気
な
頃
、
老
人
会
な
ど
で
、
い
も
た
き
一

一
や
各
地
に
旅
行
し
た
こ
と
が
思
い
出
深
い
こ
一

-
と
で
す
。

おおず広報明るい市づくりにつとめる。郷土を愛し、(3) 

内田 カンさん
(徳森 102歳)

石本梅吉さん
(松尾 97歳)

有友ムメカさん
(菅回 94歳)

車
内
に
九
十
歳
以
上
の
お
年
寄
り
は
、
同

一
月
一
日
現
在
で
、
お
じ
い
ち
ゃ
ん
が
二
十
四

一
人
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
が
五
十
四
人
の
合
計
七

一
十
八
名
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。

最
高
齢
は
、
徳
森
の
内
田
カ
ン
き
ん
で
、

一
明
治
十
二
年
生
れ
で
、
今
年
、
百
二
歳
で
す
。

一
み
な
さ
ん
、
い
つ
ま
で
も
長
生
き
を
し
て

一
く
だ
さ
い
。
九
十
歳
以
上
の
お
年
会
同
り
は
、

一
次
の
人
た
ち
で
す
。

一
百
二
歳
内
田
カ
ン
(
徳
森
)

一
九
十
九
歳
藤
木
ミ
チ
(
柚
木
)

一
九
十
八
歳
井
上
ミ
チ
ル
(
田
口
)
菊
地
満

一
保
(
阿
蔵
)

一
九
+
七
歳
満
出
コ
ト
ミ
(
市
木
)
石
本
梅

一
士
口
(
松
尾
)
吉
岡
卯
太
郎
(
若
宮
)

一
九
十
六
歳
稲
葉
ム
メ
ノ
(
新
谷
)

一
九
十
五
歳
村
山
タ
マ
ヨ
(
一
ム
郎
)
岩
本
シ

一
カ
ヨ
(
里
子
山
)

一
九
十
四
歳
沖
内
フ
ジ
エ
(
中
村
)
川
林
ユ

一
ク
(
市
木
)
保
積
亀
太
郎
(
菅
間
)
有
友
ム

一
メ
カ
(
菅
田
)
平
熊
一
一
(
大
洲
)
久
保
町
ト

一
ク
エ
(
大
洲
)

一
九
十
三
歳
河
内
キ
ク
(
大
洲
)
問
中
イ
シ

一
(
大
洲
)
東
ミ
チ
エ
(
徳
森
)
村
上
シ
カ
ノ

一
(
春
哲
(
)
清
水
忠
五
郎
(
平
地
)
城
戸
利
道

(
新
谷
)
谷
田
伊
勢
雄
(
上
須
戒
)
川
本
ウ

一
タ
ノ
(
中
村
)
五
阿
繍
一
フ
ク
(
若
宮
)

-
九
十
二
歳
植
木
ユ
キ
エ
(
柏
木
)
村
上
ア

一
サ
ヨ
(
菅
田
)
久
保
リ
キ
エ
(
柚
木
)
大
賢

一
ヲ
フ
ジ
(
者
官
)
藤
校
キ
ヨ
ミ
(
大
洲
)
一
一

一
宮
勇
(
菅
田
)
菊
池
キ
ク
(
田
円
)
村
上
欄

守
夫
(
菅
田
)
松
岡
ヨ
ヒ
メ
(
菅
田
)
末
光
カ

一
メ
ヨ
(
野
佐
来
)
長
見
ツ
ル
ヨ
(
大
洲
)
沢

一
井
ミ
サ
ヲ
(
若
宮
)
村
田
サ
ダ
(
阿
蔵
)
宮

一
野
チ
カ
エ
(
菅
間
)
清
家
ア
イ
ノ
(
喜
多
山
)

一
九
+
一
歳
新
川
ミ
ヨ
ノ
(
蔵
川
)
岸
野
モ

ト
エ
(
宇
津
)
村
田
ト
キ
(
西
大
洲
)
萩
森

ミ
ユ
キ
(
阿
蔵
)
矢
野
ツ
ヤ
(
中
村
)
都
築

ミ
チ
ヨ
(
米
津
)
畑
川
キ
ク
ヨ
(
森
山
)
保

積
イ
マ
(
中
村
)
緒
方
園
(
田
口
)
袖
岡
ス

ミ
(
新
谷
)
矢
野
数
衛
(
菅
田
)
上
岡
シ
ゲ

ル
(
田
口
)
松
岡
政
雄
(
上
須
戒
)
成
田
大

家
恵
(
中
村
)
菊
地
安
太
郎
(
稲
積
)
村
本

音
五
郎
(
喜
多
山
)
井
と
ト
ラ
ノ
(
野
佐
来
)

中
田
勘
作
(
高
山
)

九
+
歳
奥
野
ヲ
キ
ン
(
大
竹
)
菊
地
ウ
シ

ヨ
(
市
木
)
石
田
タ
マ
ヨ
(
田
口
)
水
本
徳

重
郎
(
八
多
喜
)
兼
口
ス
ズ
エ
(
市
木
)
小

西
ク
リ
ヨ
(
喜
多
山
)
守
野
勇
太
郎
(
大
洲
)

(
人
口
本
ト
ラ
エ
(
田
口
)
渡
浜
吉
(
西
大
洲
)

大
野
喜
代
衛
(
新
谷
)
西
尾
謙
二
山
口
)

矢
賢
シ
ゲ
ル
(
菅
田
)
中
岡
カ
メ
ヨ
(
若
宮
)

山
内
モ
ト
ヨ
(
大
竹
)
下
野
ヲ
ヨ
リ
(
田
口
)

一
一
広
徳
弥
(
新
谷
)
篠
崎
憲
吉
(
柏
木
)
山

名
イ
ワ
(
成
能
)
新
山
梅
夫
(
柳
沢
)
一
一
宮

ス
エ
ヨ
(
枯
木
)

敬
老
年
金
の

支
給
に
つ
い
て

大
洲
市
に
住
ん
で
お
ら
れ
る
八
十
歳
以
上

の
お
差
万
(
ご
一
か
月
以
L
L
在
住
)
に
、
毎

年
五
千
円
の
H

敬
老
年
金
H

を
支
給
し
て
い

ま
す
。
今
年
も
次
の
日
時
に
支
給
い
た
し
ま

す
。
(
代
理
の
か
た
で
も
か
ま
い
ま
せ
ん
)

日
時

9
月
四
日

1
m
什

9
時
か
ら

場
所
旧
大
洲
町
市
福
祉
事
務
所

連
絡
所
八
万
各
連
絡
所

持
参
品
敬
老
年
金
証
書
、
印
鑑
、
は
が
き

※
詳
し
く
は
福
祉
事
務
所
へ
お
問
い
あ
わ
せ

く
だ
さ
い
0
8
④
2
1
1
1
内
線
2
4
6



一一一ー昭和56年9月1日 広報おおず一一一一一(4)一一ー

。
(昭和55年度)

大洲市の財政
大洲市告示第29号

大洲市財政状況の公表等に関する条例，および地方公営企業法第40条
の 2の規定により昭和55年4月1日から昭和56年3月31日まで(昭和55
年度)の本市財政状況，および業務状況を次のとおり公表します。

(歳入)

昭和 56年 7月 28日
大洲市長近田宣秋

一般会計予算執行状況
2億3，918万円 uその他IIその他以
2億3，482万円協観 2.7% I I l. 7% 協~

1億4，726万円

1億5，874万円

執行額 90億9，727万円 8，502万円口使用料手数料II議会費は
予算額 89億9，294万円 8，709万円幽 0.9% I I l.3% 協

1倍、1，705万円

1億1，810万円

二J執行額

-予算額

1億、1，057万円

8，800万円

H意2，252万円
1億2，322万円

|消防費口
2.2% 

l{;き、9，456刀円

1億9.861万円

2億8，197万円

2億8，3337;円

l 衛生費~~億295万日
3.4% 協~3億945力

(歳出)
執行額 88億6，280万円
予算額 89億9，294万円

2 f意5，145万円
2億5，117万円

|公債費 I I 8億2町円
9.3% 協務務第務後務後~ 8 {，意3.589万円

7{意3，875万円

7億4，017万円
県支出金II総務費 I 9億1.296万円

協働級協~ 8.1% I I 10.3% 路級協揚揚物 9億2，587万円

12億8，680万円

13億710万円

16倍、2，127万円

15億8，377万円

20億

1世帯当り

10億

745，713円
使われています

1H意3，732万円
11億4，876万円

11億5，723万円

11億6，034万円

13億4，982万円

15.2% 修勿勿後勿勿タ勿勿勿勿勿勿勿グ~ 13{，意7，541万円

|民生費| 24億3.5397]円|
27.5% 協級協物数物級協級協24億7 ，.8.44万円~

みなさんのために

市の予算は

毘議長率量記

10億 20{，意:

1人当り

226，132円
使われています
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一般会計性質別状況
昭和55年 4月 1日

昭和田年 3月31日

(市税と住民負担の状況)

固定資産税

おおず一(5)一一広報

自

至
積立金 l億1、362万円

1.3% 

災害復旧 2億8，197万円
事業費 3.2% 

市民税

1人当り 21，688円

1世帯当り 71，522円

13，289円

43，823円

1人当り

1世帯当り

たばこ消費税電

人件費
18t意8，906万円
21.3% 

3，035円

10，010円

1人当り

1世帯当り

2，573円

8，486円

1人当り

1世帯当り

その他

手重 思リ 面積など ィエベE 主貢

苛{二 地 444.451rri' 8億1，866万円

山 林 2，840，451rri' 4，317万円

田 止田 99，836m' 124万円

雑種地 12， 981rri' 558万円

建 物 138.051rri' 49億2，637万円

立 木 53.802rri' 3億4，862万円

の状況
昭和56年3月31日現在

産財有市軽自動車税

134円

439円

1人当り

1世帯当り

1人当り 647円

1世帯当り 2，133円

41，366円

百十 1世帯当り 136，413円

1人当りA 
口

組一日一一一 一一一一項一 口 宅兇 在費 構成比

市 民 毛足 8{:意~5 ，004万円 52.4% 
固定資産税 5 {:意2，084万円 32.1% 
たばこ消費税 1 {:意1，897万円 7.3% 
電 dFbf L 手'li 1{:意 85万円 6.2% 
軽自動車税 2，535万円 1.6% 
特別土地保有税 348万円 0.2% 
木材取引税 164万円 0.1% 
入 ;毒5 1ヲt 10万円 0.1% 
言十 16億2，127万円 100 OJo 

員オ 政 調 整 基 金 2億5，969万円

大洲市国民健康保険税調整基金 2，515万円

土 士也 開 発 基 金 l億6，051万円

その他特定目的基金 1，947万円

出 資 金 2，413万円

計 4{意8，895万円

i兄状σ〉手%市

状況
昭和56年3月31日現在
σコ費債公

区分 借入先 件数 現債 日口j 

大 蔵 省 125 31億2，445万円

般 現日 政 省 44 10億3，163万円

1l 三L てヲ 。〉 他 77 17億2，022万円

言十 づ¥ 言十 246 58億7，630万円

特 大 蔵 省 7 l{;意2，643万円
思リ
郵 政 省 16 2億7，090万円dZ5ミ、

言十 言十 23 3 {意9，733万円

l口L 言十 269 62億7，363万円

一世帯当りの額 527，861円

一人当りの額 160，070円

用

語

解

説

公
債
費
市
が
地
方
債
を
発
行
し
た
場
合
の
元
利

償
還
お
よ
び
一
時
借
入
金
の
利
子
の
支
払

に
要
す
る
経
費
の
合
計
額
の
こ
と
で
す
。

地
方
公
付
税

国
税
で
あ
る
所
得
税
、
法
人
税
、
酒
税

の
一
定
割
合
(
三
二
%
)
を
、
地
方
公
共

団
体
が
ひ
と
し
く
事
務
が
遂
行
で
き
る
よ

う
に
配
分
す
る
も
の
で
す
。
交
付
税
の
使

用
に
つ
い
て
は
、
条
件
や
制
限
は
つ
け
ら

れ
て
い
ま
せ
ん
。



一一一一一昭和56年9月1日

をしました

南久米公民館(年金積立金還元融資施設〕

地域における社会教育施設の拠点としての公民館

の整備を行っていますが、 55年度事業とし亡、南久
米公民館が完成しました。

大成小学校校舎(簡易保険積立金還元融資施設)

完成した校舎は、鉄筋コンクリート造 3階建、

し 500平方メートノレ、総工費 1億 8千万円で
建築されました。

広報おおずーーベ6)ーーー

広域農道
南部 1地区(西大洲・上須戒線)が昭和55年
度事業として完成しました。

蔵 JII集会所
コミュニティ行政推進のために、 55年度には、

小貝、富久保、折尾、西谷、蔵川の 5ケ所に集
会所が建設されました。

(特別会計の状況)
自昭和55ff4月1R 至昭和56年3月31日

i.血目 泉 11 と畜場 11 簡易水道 11 国保診療所 国民健康保険

d Q認 t 間 事
予算現額 143万円 予算現額 179万円 予算現額 l億4，087万円 予算現額 2，577万円 予算現額 16億7，214万円

収入済額 132万円 収入済額 146万円 収入済額 l億3，987万円 収入済額 2，935万円 収入済額 16億7，438万円

支出済額 132万円 支出済額 146万円 支出済額 1億3，735万円 支出済額 2，530万円 支出済額 16億5，420万円

差引 。円 差引 。円 差引 252万円 差引 405万円 差引 2，018万円



一一-(7)一一広報おおず

富士山公園整備事業

登山道 1，300メートノレが 2車線に改修され、
大型パスの通行が可能となりました。

水道管理棟
水源、の集Iド管理をするために、鉄筋コンクリ一

一卜造 3階建、 420平方一メートノレ、総工費
4ヲ 800万円で建築されました。

昭和56年9月1臼一一一』

昭和55年度

こんな事業

大洲 l燐イ呆館
鉄筋コンクリート造 2階建、 598平方メートノレ

の近代的な建物で、学習、集会など幅広い用途に利

用できるようになっています。

田処小学校校舎(簡易保険積立金還元融資施設)

完成した校舎は、鉄筋コンクリ←ト造 2階建、
700平方メ←トノレ、総工費 8， 700万円で
建築されました。

(事業会計の状況) 住宅新築資金 土地取得造成 交通傷害保障

事業会計名

]業月I;J(道

;J( 道
卜一一一

国民宿舎

J同

['1 8({平日55年4月 1 日

:f D(~利 56;ド 3 月 3 11=1

総収益!総費用 当期純利益

制 Ijドll 370万円 38万円

l億6，791万円 1 m9，892万円 ム 3，101万円

8，5367j円 B守505万円 31万円

10倍5、756万円 10億3、537万円 2，219万円

等貸付事業

省主 磁議Z
予算現額 9，496万円 予算現額 959万円 予算現額 828万円

収入済額 9，819万円 収入済額 954万円 収入済額 798万円

支出済額 8，547万円 支出済額 954万円 支出済額 775万円

差引 1，272万円 差引 。円 差引 23万円



(8) おおず広報

あ
な
た
の
家
の
"
フ
ロ
ッ
ク
ベ
い
は

大
丈
夫
で
す
か

出Jい教養を身につける

昭
和
五
十
三
年
六
月
に
起
っ
た
「
宮
城
県

沖
地
震
」
で
、
倒
れ
た
ブ
ロ
ッ
ク
が
多
く
の

人
命
を
奪
っ
た
こ
と
は
、
ま
だ
記
憶
に
新
し

い
と
こ
ろ
で
す
。

仙
台
市
の
郊
外
住
宅
地
区
で
は
、
全
体
の

六
割
近
く
が
ブ
ロ
ッ
ク
ベ
い
を
め
ぐ
ら
せ
て

い
ま
す
が
、
そ
の
う
ち
阿
割
近
く
が
倒
れ
た

か
、
倒
壊
寸
前
と
な
っ
た
の
で
す
。
プ
ラ
イ

バ
シ
ー
を
守
り
、
防
犯
に
役
立
つ
へ
い
が
、

な
ぜ
、
一
瞬
の
う
ち
に
恐
ろ
し
い
凶
器
に
な

健康なからだをつくり、

益出幽ιA

昭和53年6月の宮城沖地震では13人が倒れた
フロックの下敷になって亡くなりました

っ
て
し
ま
っ
た
の
か
っ
ー
ー
そ
の
後
の
調

9
月
凶
日
は

査
引
い
九
九
一
日
吋
れ
れ
い
農
業
委
員
の
選
挙
投
票
日

て
い
な
い
か
、
入
っ
て
い
て
も
基
礎
の
部
分
~
九
月
-
一
十
一
日
任
期
満
了
と
な
る
、
農
業

に
し
っ
か
り
と
つ
な
が
っ
て
い
な
い
も
の
が
『
委
員
会
委
員
の
一
般
選
挙
は
、
次
の
と
お
り

大
部
分
で
す
。
そ
れ
に
、
ブ
ロ
ッ
ク
と
鉄
筋
一
執
行
し
ま
す
。

を
接
着
さ
せ
る
詰
め
モ
ル
タ
ル
が
効
い
て
い
〕
農
業
委
員
は
、
農
家
の
代
表
で
す
。
こ
ん

な
い
1
1
1
1な
ど
μ

ず
さ
ん
な
つ
く
り
ω

が
』
な
人
を
選
び
ま
し
ょ
う
。

み

ら

れ

ま

し

た

。

~

o

み

ん

な

の

意

見

を

常

に

よ

く

聞

い

て

く

こ
の
よ
う
な
惨
事
を
防
止
す
る
た
め
、
建
『
れ
る
人

築
基
準
法
で
は
、
ブ
ロ
ッ
ク
ベ
い
の
高
さ
、
一
o
農
業
の
こ
と
を
よ
く
知
り
、
農
家
の
利

つ
く
り
方
な
ど
に
つ
い
て
規
定
を
設
け
て
い
「
援
を
守
る
人

ま

す

。

』

O
人
格
が
円
満
で
、
正
義
感
が
強
く
、
実

ブ
ロ

y
ク
ベ
い
を
つ
く
る
と
き
は
、
こ
の
~
行
力
が
あ
り
、
公
正
な
人

規
定
に
よ
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
も

4

一

、

投

票

日

九

月

十

九

日

川

ち
ろ
ん
、
す
で
に
あ
る
、
フ
ロ
ッ
ク
ベ
い
で
も
‘
二
、
告
一
一
小
の
日
九
月
九
日
(
水
)

正
し
く
工
事
が
さ
れ
て
い
な
い
と
忠
わ
れ
る
一
二
、
立
候
補
受
付
日

も
の
や
、
古
く
て
ガ
タ
つ
い
て
い
る
場
合
は
九
月
九
日
、
十
日
の
両
日
、
午
前
八
時

平
日
に
専
門
家
の
点
検
を
受
け
、
必
要
に
応
半
か
ら
午
後
五
時
ま
で

じ
で
補
強
し
て
わ
き
ま
し
ょ
う
。
問
、
選
挙
民
と
委
員
定
数

第
一
選
…
手
医
(
大
洲
)
五
人

第
二
選
挙
民
(
平
野
、
南
久
米
)
三
人

第
一
二
選
挙
灰
(
菅
問
、
大
川
)
四
人

第
四
選
挙
反
(
柳
沢
、
新
谷
)
四
人

ま

ず

わ

が

身

の

安

全

を

図

れ

~

丈
夫
な
テ
ー
ブ
ル
、
杭
な
ど
の
下
に
身
を
『

か

く

し

て

、

し

ば

ら

く

様

子

を

見

る

一

国

民

年

金

に

す
ば
や
く
火
の
始
末

γ

、

~
加
入
し
ま
し
ょ
う

過
去
の
例
か
ら
大
地
震
で
怖
い
の
は
火
災
。
』

+'h・
J

地
震
を
感
じ
た
ら
す
ば
や
く
火
の
始
末
。
~
国
民
年
金
は
、
二
十
歳
か
ら
六
十
歳
ま
で

あ
わ
て
て
外
に
飛
び
出
す
な

4

の
人
で
、
厚
生
年
金
な
ど
の
他
の
公
的
年
金

ど
ん
な
大
き
な
地
震
で
も
大
揺
れ
は
一
八
万
一
制
度
に
入
っ
て
い
な
い
日
本
国
民
が
、
す
ベ

程
度
、
外
に
飛
び
出
す
と
、
落
下
物
で
負
「
て
加
入
す
る
国
営
の
年
金
制
度
で
す
。

傷
し
ま
す
の
で
、
落
ち
つ
い
て
行
動
を
。
』
国
民
年
金
に
加
入
し
て
、
最
低
一
年
以
上

火

が

出

た

ら

ま

ず

消

火

~

保

険

料

を

完

納

し

て

い

れ

ば

、

万

一

の

と

き

万
一
出
火
し
た
場
合
に
は
、
初
期
の
う
ち
『
障
害
、
母
子
、
準
母
子
、
遺
児
な
ど
の
年
金

に
火
を
消
す
こ
と
が
大
切
。
大
声
で
隣
近

4

が
受
け
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
二
十
五
年
以
上

所
に
声
を
か
け
み
ん
な
で
消
火
に
つ
と
め
る
。
加
入
す
れ
ば
、
六
十
五
歳
に
な
る
と
老
令
年

地
震
の
時
の
心
得

第
五
選
挙
区
(
一
二
詳
、
粟
津
、
上
須
戒
)

三
人

五
、
立
候
補
の
届
出
場
所

第
一
選
準
医
市
選
挙
管
理
委
員
会

第
二
選
挙
反
市
選
挙
管
理
委
員
会

第
三
選
挙
区
菅
団
連
絡
所

第
四
選
挙
区
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

第
五
選
挙
区
八
多
喜
連
絡
所

六
、
立
候
補
の
届
出

届
出
は
、
郵
便
に
よ
る
こ
と
な
く
、
文

書
で
選
挙
長
に
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

届
出
用
紙
は
、
市
選
挙
管
理
委
員
会
、

菅
田
連
絡
所
、
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

八
多
喜
連
絡
所
に
用
意
し
て
あ
り
ま
す
。

記
入
方
法
、
添
付
書
類
な
ど
に
つ
い
て

詳
し
い
こ
と
は
、
市
選
挙
管
理
委
員
会
へ

ι
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

告
④
2
1
1
1
内
線
2
6
9

大
洲
市
選
挙
管
理
委
員
会

大
洲
市
明
る
い
選
挙
推
進
協
議
会

大
洲
市
農
業
委
員
会

金
が
受
け
ら
れ
ま
す
o

加
入
は
早
け
れ
ば
早

い
ほ
ど
よ
い
わ
け
で
す
。

二
十
歳
に
な
っ
た
人
、
他
の
公
的
年
ふ

rv」や

め
た
人
は
も
ち
ろ
ん
、
国
民
年
金
へ
加
入
す

る
は
ず
の
人
で
未
加
入
の
人
は
、

A
7
す
ぐ
、

手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

詳
し
い
こ
と
は
、
市
民
課
国
民
年
金
係
ま

で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

告
④
2
1
1
1

内
線

2
9
5

日
本
は
世
界
で
も
有
数
の
地
震
国
で
す
。
体
で
感
じ
る
こ
と
の
で
き
る
H

有

感
地
震
H

は
、
一
年
間
に
七
百
1

一
千
件
前
後
、
一
日
に
約
二
・
五
件
の
割
合

で
発
生
し
て
い
ま
す
。

九
月
一
日
は
、
防
災
の
日
で
す
。
い
ざ
と
い
う
と
き
、
被
害
を
最
少
限
に
く

い
と
め
る
に
は
、
日
ご
ろ
の
心
が
ま
え
と
準
備
が
何
よ
り
も
大
切
で
す
。
「
天
災

は
忘
れ
た
こ
ろ
に
や
っ
て
く
る
L
I
-
-こ
の
機
会
に
、
い
ま
一
度
H

わ
が
家

の
防
災
乙
対
策
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。
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も

う

襲

と

よ

国

際

障

害

者

年

で

あ

平

等

」

|

|

ム

障

害

が

普

通

の

人

と

同

じ

〉

」

『

υ
る
昭
和
五
十
六
年
も
、
よ
う
に
生
活
が
送
る
こ
と
が
で
き
、
皆
が
平

者
加
は
や
半
年
あ
ま
り
が
経
等
に
暮
ら
せ
る
よ
り
よ
い
社
会
つ
く
り
を
め

害

参

過

し

ま

し

た

。

ざ

す

ご

と

が

、

国

際

障

害

者

年

の

大

き

な

巨

富
+
守
j

障
害
を
持
つ
人
の
社
標
で
す
。

J

a

g

-

会
へ
の
「
完
全
参
加
と
障
害
を
持
つ
入
、
つ
ま
り
肉
体
的
、
精
神

日

臨

臨

能

間

味

そ

ん

な

に

あ

な

た

達

は

、

え

ら

い

人

な

の

す

J
}撃
事

ぷ

差

別

は

生

き

て

い

る

で

し

ょ

う

か

o

実
際
に
は
、
私
と
少
し
も
遠

両
議
識
調
諮
問
恥
抑
制
沼
総
務
閣

3

古
川
総
務
際
線
際
関
山
一
勺
ス
段
階

J

わ
な
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

宗
一
一
湖
親
詩
想
コ
〈
事
例
2
〉

あ

そ

こ

の

人

ら

は

昔

、

差

別

に

つ

い

て

、

ほ

ん

と

う

の

こ

時

「

あ

の

人

ら

は

、

ち

が

う

人

や

と

い

う

ょ

う

か

。

と

を

も

っ

と

勉

強

し

て

、

こ

の

よ

う

な

ご

と

却
が
ほ
ん
と
か
な
。
L

私
の
ど
こ
が
悪
い
の
で
し
ょ
う
か
。
顔
が
に
く
じ
け
な
い
心
を
つ
く
り
た
い
と
思
う
の

伊
「
あ
の
人
ら
に
は
、
め
っ
た
な
こ
と
言
悪
い
か
ら
つ
ス
タ
イ
ル
が
悪
い
か
ら
?
私
達
で
す
。

担

わ

れ

ん

ぜ

。

」

は

、

特

別

に

劣

り

は

し

て

な

い

つ

も

り

で

す

。

ま

だ

ま

だ

、

人

聞

の

尊

重

は

守

ら

れ

て

い

向
「
あ
そ
こ
の
人
ら
に
は
、
か
か
わ
り
合
そ
れ
な
の
に
な
ぜ
つ
ま
は
じ
き
さ
れ
る
の
な
い
し
、
ま
た
、
み
ん
な
も
努
力
し
よ
う
と

時

い

に

な

ら

ん

方

が

え

え

ぜ

。

」

で

し

ょ

う

か

。

は

思

っ

て

い

な

い

よ

う

で

す

。

で

も

、

私

は

問

、

こ

れ

ら

の

こ

と

の

裏

に

は

、

人

聞

の

尊

重

そ

ん

な

こ

と

に

く

じ

け

な

い

で

、

差

別

に

負

甲
小
さ
な
差
別
も
許
さ
ぬ
、
化

討

と

い

う

も

の

は

、

ほ

ん

の

か

け

ら

も

な

け

ず

、

差

別

を

な

く

す

た

め

に

、

し

っ

か

り

明

(

中

学

生

の

作

文

)

開

く

、

「

あ

の

人

は

、

あ

そ

こ

の

人

よ

。

し

と

い

う

勉

強

し

、

も

っ

と

も

っ

と

が

ん

ば

り

た

い

と

市
私
の
住
所
は
、
ハ
む
と
い
う
所
で
す
。
言
葉
で
す
ま
さ
れ
る
の
で
す
。
思
い
ま
す
。

四
私
に
と
っ
て
そ
の
言
葉
は
、
心
の
奥
深
く
私
が
中
学
に
入
学
し
て
か
ら
も
そ
う
で
し

却
浸
み
こ
ん
で
い
る
の
で
す
。
た
。
口
、
け
ん
か
に
な
っ
た
時
な
ど
、
友
だ
ち
『
ち
が
う
人
』
と
は
、
ど
う
い
う
こ
と
で

な
ぜ
、
私
は
こ
の
部
落
に
い
る
こ
と
だ
は
、
「
や
っ
ぱ
り
、
あ
の
人
に
は
勝
て
ん
の
よ
。
」
し
よ
う
。

で
、
馬
鹿
に
さ
れ
、
人
か
ら
い
や
な
こ
と
、
み
ん
な
一
し
ょ
に
な
っ
て
負
け
お
し
み
『
あ
そ
こ
の
人
ら
』
と
は
、
ど
こ
の
人
の

を

言

わ

れ

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

の

で

し

を

舌

守

つ

の

で

す

。

こ

と

で

し

ょ

う

。

7月13日に行われた大洲市
国際障害者年推進協議会の
設立総会

おおず

韓

広報豊かな家庭と郷土を築く生産に励み、(9) 

的
に
機
能
が
十
分
で
な
い
人
が
、
社
会
生
活

上
の
ハ
ン
デ
ィ
を
負
わ
な
く
て
も
い
い
よ
う

な
社
会
ゃ
つ
く
り
を
進
め
る
ご
と
こ
そ
、
わ
た

し
た
ち
に
与
え
ら
れ
た
課
題
な
の
で
す
。

こ
の
よ
う
な
目
的
を
達
成
す
る
た
め
に
は
、

ま
ず
、
障
害
を
持
つ
人
も
普
通
の
人
と
同
じ

社
会
の
一
員
で
あ
る
と
い
う
考
え
方
に
立
つ

こ
と
が
大
切
で
す
。
そ
れ
に
は
、
障
害
を
持

つ
人
に
対
す
る
理
解
を
深
め
る
ご
と
が
先
決

と
い
え
ま
し
ょ
う
。

今
年
は
、
国
際
障
害
者
年
に
ち
な
ん
で
、

中
央
で
は
も
ち
ろ
ん
、
各
地
で
記
念
行
事
が

行
わ
れ
ま
す
。
大
洲
市
で
も
、
七
月
十
三
日

に
各
種
団
体
が
集
ま
り
、
H

大
洲
市
国
際
障
害

者
年
推
進
協
議
会
H

が
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

大
洲
市
国
際
障
害
者
年
推
進
協
議
会

大
洲
市
社
会
教
育
セ
ン
タ
ー
で
開
か
れ
た

設
立
総
会
に
は
、
市
内
の
各
団
体
よ
り
百
名

が
参
加
し
、
協
議
会
を
発
足
さ
せ
ま
し
た
。

協
議
会
は
、
障
害
を
持
つ
人
の
社
会
へ
の

月
完
全
参
加
と
平
等
ο

の
実
現
を
図
る
た
め

に
、
本
年
度
を
障
害
者
福
祉
推
進
の
初
年
度

と
と
ら
え
、
長
期
的
な
行
動
計
画
と
実
践
に

努
め
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

昭
和
五
十
六
年
度
事
業
と
し
て
、
広
告
塔
、

パ
ン
フ
レ
y
ト
な
ど
の
広
報
啓
発
、
黄
色
ハ

ン
カ
チ
運
動
、
芸
尖
会
な
ど
の
事
業
を
計

画
し
、
多
く
の
人
々
の
参
加
を
呼
び
か
け
て

い
ま
す
。
な
お
、
会
長
に
太
田
清
広
さ
ん
、
副
会
長

に
幸
崎
前
行
さ
ん
を
選
出
し
ま
し
た
。

進
め
よ
う
適
材
適
所
に

身

障

者

9
月
は
心
身
障
害
者

雇
用
促
進
月
間

心
身
に
障
害
を
持
つ
人
が
「
働
き
た
い
」

と
い
う
意
欲
を
持
ち
な
が
ら
も
、
仕
事
に
つ

く
機
会
が
与
え
ら
れ
な
い
|
|
|
心
身
障
害

者
の
雇
用
状
況
は
、
必
ず
し
も
十
分
と
は
い

え
ま
せ
ん
。

事
業
主
を
は
じ
め
、
社
会
一
般
の
心
身
障

害
者
に
対
す
る
理
解
が
十
分
で
な
い
こ
と
も

あ
り
、
と
も
す
れ
ば
障
害
を
持
つ
人
の
雇
用

に
消
極
的
な
傾
向
が
み
ら
れ
ま
す
。

し
か
し
、
心
身
障
害
者
が
そ
の
適
性
と
能

力
に
応
じ
た
職
業
に
つ
い
た
場
合
、
一
般
の

人
に
勝
る
と
も
劣
ら
な
い
業
績
を
あ
げ
て
い

ま
す
。特
に
今
年
は
、

η

国
際
障
害
者
年
¥
そ

し
て
九
月
は
H

心
身
障
害
者
雇
用
促
進
月
間
H

で
す
。
障
害
者
の
社
会
参
加
を
呼
び
か
け
る

運
動
が
世
界
的
に
展
開
さ
れ
て
い
る
中
で
、

障
害
者
の
雇
用
問
題
に
対
す
る
社
会
の
関
心

は
徐
々
に
高
ま
っ
て
き
て
い
ま
す
。
事
業
主

の
み
な
さ
ん
の
な
お
一
層
の
ご
理
解
と
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

こ
の
た
め
大
洲
公
共
職
業
安
定
所
で
は
、

各
種
雇
用
援
護
制
度
を
設
け
て
、
事
業
主
な

ら
び
に
障
害
者
の
み
な
さ
ん
の
雇
用
に
関
す

る
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に

お
こ
し
く
だ
さ
い
。

大
洲
公
共
職
業
安
定
所

大
洲
市
中
村
長
畑

合
④

3
1
9
1



中
小
都
大
洲
で
毎
年
行
わ
れ
る
夏
の
風
物
詩

μ

大
洲
川
ま
つ
り
げ
の
中
心
行
事
花
火
大
会

は
、
一
二
日
に
肱
北
河
原
、
同
日
に
肱
南
河
原

で
行
わ
れ
ま
し
た
。
両
日
と
も
ま
ず
ま
ず
の

天
候
に
恵
ま
れ
、
近
年
に
な
い
人
出
で
に
ぎ

わ
い
ま
し
た
。

午
後
八
時
よ
り
打
ち
上
げ
が
始
め
ら
れ
、

夜
空
の
キ
ャ
ン
パ
ス
に
大
輪
の
花
が
次
々
に

咲
き
競
う
と
、
両
岸
を
埋
め
た
人
々
や
遊
覧

舟
か
ら
見
上
け
る
人
か
ら
感
嘆
の
声
が
あ
が

っ
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
前
日
祭
と
し
て
八
月
一

-H午
後
一

時
よ
り
市
民
会
館
大
ホ
l
ル
で
行
わ
れ
た

，
第
一
一
一
一
円
ミ
ス
大
洲
川
ま
つ
り
女
王
コ
ン
テ
ス

ト
々
は
、
五
百
人
あ
ま
り
の
観
客
の
中
、
十

八
人
の
大
洲
美
人
が
美
を
競
い
ま
し
た
。

北
厳
正
な
審
査
の
結
果
、
ミ
ス
大
洲
に
は
、

決
ん
五
郎
の
新
陽
子
さ
ん
(
÷
一
十
歳
)
が
選
ば
れ

い
ル
さ
ま
し
た
。
入
賞
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

叶
山

m

J

-

大

弓

ミ

ス

大

洲

新

陽

チ

(

五

郎

)

ロ

刊

準

ミ

ス

中

見

由

香

里

(

東

大

洲

)

ク

稲

生

晃

子

(

柏

木

)

と
み
す
賞
志
賀
美
智
子
(
常
磐
町
)

。

柴

出

真

由

美

(

新

谷

)
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幸
υ吾
ャ
苔
む
宰
τ主
与
》
字
J
w
u
e
z年
ぷ
vd
常
務
言
寄
宿
γνweψMW
茸
hdS4UU苛
UVνwv
草
加
事
宮
UWUWN
務
長
J
b茸
v
Z応
答
V
茸
w
茸
匙
幸
い
ぷ
宰
む
ず
J
w
b
w
w
o
車
、
yvuuψ
》
恥
宰
w
事
v
話
pb
迄
常
事
韮
歪
位
wu
事
g
w設
V草
取
当
L
語

だ
な

1
あ
と
感
じ
ま
し
た
が
、
私
っ
て
順
応

d
u

翼
一
室
τ

一

元

町

性

が

あ

る

の

で

し

ょ

う

か

、

会

住

め

ば

都

一

三

訪

一

間

一

…

一

一

と

い

っ

た

感

じ

で

す

。

V
こ
の
地
域
は
、
地
反
地
灰
で
そ
れ
ぞ
れ
に

行
事
が
あ
り
、
そ
れ
を
通
じ
て
み
な
さ
ん
と

話
し
合
う
機
会
が
多
く
、
地
域
に
う
ち
と
け

る
の
に
あ
ま
り
時
間
は
い
り
ま
せ
ん
で
し
た
o

v
趣
味
で
し
て
い
る
リ
ボ
ン
フ
ラ
ワ
ー
作
り

を
近
所
の
み
な
さ
ん
と
楽
し
ん
で
い
ま
す
o

v
山
の
奥
の
た
め
で
し
ょ
う
か
、
交
通
が
不

便
で
す
ね
。
道
路
も
も
う
少
し
広
い
と
運
転

す
る
の
に
楽
な
の
で
す
が
-
・
:
:

品
川
り
ーおおず広報

川まつり盛大に
ミス川まつりも復活/

自然の美しさを生かし観光都市づくりにつとめる

観
光
大
洲
、
夏
最
大
の
行
事
H

川
ま
つ
り
υ

が
八
月
三
日

四
日
に
盛
大
に
行
わ
れ
、
多
数
の
見
物
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
c

ま
た
前
日
祭
と
し
て
ぐ
ミ
ス
大
洲
コ
ン
テ
ス
ト
H

が
二
日

に
市
民
会
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

地
域
独
自
の
行
事
が
楽
し
い
で
す
ね

④
 

田
処
・
東

竹
田
文
子
さ
ん
(
お
歳
)

V
東
北
の
山
形
県
山
形
市
の
出
身
で
す
。
昨

年
の
J

一
月
に
主
人
(
H
主
C

ん
)
の
呈
で
あ
る

大
洲
に
帰
っ
て
き
ま
し
た
。

V
主
人
と
は
、
東
京
の
職
場
で
知
り
あ
い
、

昭
和
四
十
六
年
の
十
二
月
に
結
婚
し
ま
し
た
。

子
供
は
一
姫
二
太
郎
で
、
小
学
校
二
年
生
の

誠
子
と
小
学
校
一
年
生
の
亮
介
の
二
人
で
す
。

V
結
婚
し
て
ず
っ
と
東
京
に
住
ん
で
い
た
の

で
す
が
、

L
し
の
子
供
が
小
学
校
に
入
学
す
る

前
に
帰
っ
て
き
ま
し
た
。

マ
王
人
は
、
空
調
設
備
の
仕
事
を
し
で
い
ま

す
。
現
在
、
勤
務
の
関
係
で
東
京
に
い
て
、

月
に
一
度
位
は
、
帰
っ
て
き
ま
す
o

v
最
初
、
こ
こ
に
来
た
時
、
す
ご
い
山
の
中

月見

男
女
ベ
ア

健
康
マ
ラ
ソ
ン

叩
月
4
日
松
前
町
で

四
国
郵
政
局
で
は
、
今
秋
ス
タ
ー
ト
す
る

新
郵
便
年
会
止
を
記
念
し
、
第
二
一
凶
簡
易
保
険
・

郵
便
年
合
-
マ
ラ
ソ
ン
大
会
を
十
月
四
日
に
、

松
前
町
の
重
信
川
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
ラ
イ

ン
で
開
催
し
ま
す
。
(
小
雨
決
行
)

タ
イ
ム
を
競
わ
な
い
男
女
ペ
ア
の
健
康
マ

ラ
ソ
ン
大
会
で
す
。
夫
婦
で
恋
人
同
志
で
ま

た
親
子
で
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

申
込
方
法

官
製
は
が
き
に
、
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、

性
別
、
郵
便
丞
号
、
電
話
番
号
を
記
入
の
上

〒
閣
総
山
市
山
呂
田
町

阿
国
郵
政
局
保
険
部

第ご

M
簡
易
保
険
郵
便
年
金
健
康
マ
ラ
ソ

ン
阿
国
大
会
実
行
委
員
会

あ
て
に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

申
込
期
間

8
月
m
H
1
9
月
刊
U

長
男
の
亮
介
く
ん
と

新
刊
図
書
案
内

出

版

年

鑑

出

版

ニ

ュ

ー

ス

社

新

戦

争

論

小

室

直

樹

著

終

着

駅

雄

鶏

社

内
助
の
功
を
あ
き
ら
め
て
広
中
和
歌
チ
著

硯

の

話

榊

莫

山

著

ペ
ン
シ
ョ
ン
白
日
本
ペ
ン
シ
ョ
ン
協
会

問
十
に
し
て
マ
ド
モ
ア
ゼ
ル
扇
谷
正
造
著

持

た

ち

の

時

代

版

ひ

ろ

子

編

大

き

な

駄

々

っ

子

大

宅

日

目

著

明
治
波
涛
歌
天
・
地
の
巻
山
凹
風
太
郎
著

星

空

石

川

達

二

一

著

父

っ

ち

ゃ

ん

は

大

変

人

北

社

大

著

伽

羅

の

禾

口

宮

尾

登

美

子

著

十

分

万

の

一

の

偶

然

松

本

清

張

著

泥

の

文

学

碑

土

屋

隆

夫

著

水

鈍

中

里

恒

子

著

旅

人

よ

胡

桃

沢

耕

史

著

青
い
討
を
し
た
お
人
形
は
武
山
英
子
著

r
T
ど
も
に
生
か
さ
れ
子
供
を
生
き
る
福
井
達
雨
著

三
柑
哲
郎
著

娘
た
ち
の
夜
な
べ

児
童
図
書

小
学
生
作
文
の
べ
ん
き
ょ
う
全
6
巻

あ
す
な
ろ
書
房

役
界
の
民
話
館
全
日
巻
T
B
S
フ
リ
タ
ニ
カ

バ
l
パ
パ
パ
シ
リ
ー
ズ
全
一
回
巻
講
談
社

グ
リ
ム
童
話
集

1
1
2

岩
波
書
信

ア
ン
デ
ル
セ
ン
童
話
集
1
1
2

ク

女
の
子
の
た
め
の
た
の
し
い
入
門
シ
リ
ー
ズ

全

日

巻

文

化

出

版

社

岩
波
ょ
う
ね
ん
ぶ
ん
こ

M
i
お
岩
波
書
庖

理

論

社

の

ど

う

わ

ロ

冊

理

論

社

国
土
社
の
凶
工
え
ほ
ん

9
冊

国

土

社

図

書

館



おおず

帝京、健闘し準優勝/

7月29日、松山球場で甲子園へ
の切符を争う、帝京第五対今治西

の一戦が行われました。残念なが

ら、帝京第五は、今年も健闘のか

いもなく甲子園行きの切符を手に

することができませんでした。

写真は、四回表、帝京の初得点

のホームイン。

広報よい風習を育て、住みよい環境をつくる。

一フ

)
 
l
 
l
 
(
 

南中野球部、四国大会へ出場

7月24日一27日に松山市で行われた第33回愛媛

県中学校総合体育大会にわいて、南中野球部、新

谷中サッカ←部、北中男子八百メ←トルリレ←チ

ームがそれぞれイ憂目券しました。イ憂目券チームは 8月

8臼、 9日に高松市で行われる四国大会に出場し

ました。 写真は、南中野球部。

四
角
い
ス
イ
カ
実
る

大
洲
農
業
高
等
学
校
で
、
四
角
い
ス
イ
カ
の
栽
培
に
成
功
し
ま
し
た
。
こ
の
試
作

は
、
同
校
三
年
の
大
金
哲
也
君
ら
四
人
が
堀
田
家
孝
教
諭
の
指
導
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

ベ
ニ
ヤ
板
、
ガ
ラ
ス
、
合
成
樹
脂
で
型
ワ
ク
を
作
り
実
験
の
結
果
、
ベ
ニ
ヤ
板
の
型

ワ
ク
が
最
も
四
角
と
な
り
ま
し
た
。
ス
イ
カ
は
、
外
見
の
み
四
角
で
、
し
ま
模
様
、

昧
な
ど
に
は
あ
ま
り
変
化
が
あ
り
ま
せ
ん
。

勤労青少年ホーム開館八周年

7月12日、中央公民館において、同館内にある

と勤労青少年ホームミの八周年を記念したとサマ

←フェスティパルミが開かれました。同ホームを

利用している青年団、人形劇など八団体の日ごろ

の活動の成果を見てもらおうと催されました。

市
職
員
の
採
用
試
験

市
で
は
、
昭
和
五
十
六
年
度
職
員
採
用
試

験
を
実
施
し
ま
す
。
採
用
職
種
、
受
付
な
ど

は
次
の
と
お
り
で
す
。

V
採
用
人
員

事

務

職

員

男

約

十

名

保

健

婦

女

三

名

看

護

婦

・

助

産

婦

女

二

名

臨

床

検

査

技

師

男

女

二

名

V
受

付昭
和
五
十
六
年
九
月
十
六
日
か
ら
同

月
二
十
六
日
ま
で
。
郵
送
の
場
合
は
、
九

月
二
十
六
日
消
印
分
ま
で
で
す
。

受
験
資
格
、
試
験
な
ど
詳
し
く
は
、
地
区

回
覧
の
「
大
洲
市
職
員
採
用
試
験
公
告
し
を

ご
覧
い
た
だ
く
か
、
市
の
市
長
公
室
へ
わ
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

〒
市
大
洲
市
大
洲
六
九

O
l
一

大
洲
市
役
所
総
務
部
市
長
公
室

合
④
2
1
1
1
(
内
2
0
3
、
2
0
4
)

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
を
着
用
し
ま
し
ょ
う
。

八
月
は
町
、
ン
l
ト
ベ
ル
ト
着
用
推
進

運
動
月
間
で
す
。

ワ月末までの

大洲市内の交通事故

7月末 昨年
現在 同] 其月

イ牛 数 97 120 

負傷者 120 135 

死者 1 3 



広報

相談ごと案内

(12) 

保
纏
セ
ン
台
i
だ
よ
り

向

u
④
3
?
?
5

乳
幼
児

おおず

健

診

お知らせらせし

いずれも無料です。:h'気軽に

ご利用ください。

あ、お知らせ

10時一16時

9
月
日
日
妊
娠
中
の
保
健
、
妊
婦
体
操

9
月
お
日
妊
産
婦
の
栄
養
と
簡
の
衛
生

日
月
9
H

お
産
の
準
備
と
経
過
他

日
月
お
日
乳
幼
児
の
心
理
と
し
つ
け

日
月
日
日
乳
幼
児
の
保
健
、
泳
浴
実
習

※
時
間
は
い
ず
れ
も
日
時
1
日
時

場
所
大
洲
市
保
健
セ
ン
タ
ー

成
人
病
予
防
検
診

脳
卒
中
、
心
臓
病
な
ど
成
人
病
の
予
防
険

診
を
次
の
日
程
で
実
施
し
ま
す
。
成
人
病
は
、

早
期
発
見
が
可
能
で
す
。
検
診
を
毎
日
子
定
期

的
に
受
け
て
、
健
康
の
チ
エ

y
ク
を
行
っ
て

く
だ
さ
い
。

期
日
・
場
所

9
月
4
日
(
金
)
一
半
肝
連
絡
所

9
月
刊
日
(
木
)
柳
沢
連
絡
所

受
付
時
間
日
時
1
日
時
加
分

1
1
2
時

検
診
内
容
問
診
、
結
核
検
診
、
尿
検
査

血
圧
測
定
、
貧
血
検
査
、
診
察
、
指
導

※
検
診
は
無
料
で
す
。

脳
卒
中
予
防
検
診

次
の
よ
う
に
脳
卒
中
予
防
検
診
を
実
施
い

た
し
ま
す
の
で
、
対
象
の
方
は
受
診
し
て
く

だ
さ
い
。

期
日
・
場
所

9
月
2
H
(
ぷ
)
南
久
米
連
絡
所

9
月
日
日
(
ぷ
)

9
月
口
日
(
木
)
菅
日
連
絡
所

9
月
四
円
(
金
)

受
付
時
間

9
時
部
分
1
1時

日
時
加
分
1
3
時

対

象

者

ω歳
1
的
歳
の
男
女
ほ
か

検
診
内
容
脳
卒
中
予
防
の
総
合
検
診

※
検
診
は
無
料
で
す
。

9
月
6
H

9
月
日
日

9
月
日
日

9
月
初
日

9
月
お
日

9
月
幻
日

大
洲
中
央
病
院
宮
④
4
5
5
1

市
立
大
洲
病
院
合
④
2
1
5
1

大
洲
中
央
病
院
合
④
4
5
5
1

加
戸
外
科
病
院
宮
④
5
1
0
1

大
洲
中
央
病
院
含
④
4
5
5
1

ま
ご
こ
ろ
の

お
く

も
の
51? 

汽J

金

一

封

八

金

一

封

五

(
物
口
町
の
口
座
)

子
供
用
玩
具
一
式
(
一
一
一
符
)

中

村

匿

椅
子
(
四
個
)
衣
類
(
一
箱
)

柏

木

入

沢

博

文

以
上
、
社
会
福
祉
事
業
の
た
め
、
預
託
し

て
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

大
洲
市
社
会
福
祉
協
費
五

$115尾

東土
日
目

空室

4
h
H
F
主
党

;
 

実

施

日

該

当

者

9
月
1
日
(
火
)
昭
和
田
年
5
月
生
※

9
月
8
日
(
火
)
昭
和
田
年
3
月
生
※

9
月
幻
日
(
火
)
昭
和
田
年
9
月
生
※

9
月
目
日
(
木
)
昭
和
田
年
2
月
生

9
月
白
日
(
火
)
昭
柑
臼
年
8
月
生

※
は
肱
南
・
肱
北
地
医
の
み

受
付
時
間
日
時
泊
分
i
H時

実
施
場
所
大
洲
市
保
健
セ
ン
タ
ー

母

親

F
q
J時
理
ト

4
庶
L

、JCF
d
p

コ

学

級

岡

戸

川

¥

照

初
め
て
妊
娠
さ
れ
た
わ
母
さ
ん
を
対
象
に

実
施
し
て
い
ま
す
の
で
、
対
象
の
か
た
は
参

加
し
て
く
だ
さ
い
。

詳
し
く
は
保
健
セ
ン
タ
ー
に
お
問
い
合
せ

く
だ
さ
い
。
日
程
な
ど
は
次
の
と
お
り
で
す
。

名

秋
の
交
通
安
全
運
動

9
月
引
日
;
初
日

行
楽
シ
ー
ズ
ン
で
あ
る
九
月
、
十
月
は
、
例

年
交
通
事
故
が
多
く
、
楽
し
い
行
楽
も
交
通

事
故
に
よ
っ
て
悲
惨
な
も
の
に
な
っ
て
し
ま

い
ま
す
。
特
に
自
家
用
車
(
マ
イ
カ
ー
)
に

よ
る
重
大
事
故
が
多
発
し
ま
す
。

安
全
運
転
に
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

惨交通事故相談

とき 9月10日

9月21日ク

ところ 市役所第三会議室

惨人権相談

と き 9月21日 13日寺~16時

ところ 社会福祉協議会事務局

砂心配ごと相談

とき 9月 1H 

9月10日

9月25日夕

ところ 社会福祉協議会事務局

砂家庭児童相談

と き 毎日の執務時間中

ところ 大洲市福祉事務所

惨行政相談

と き 9月22日 10時一15日寺

ところ 大洲市民会館

急、がれる時は電話で相談してく

ださい。合④3794(玉木)

惨税務相談

と き 9月17日 10時~15日才

ところ 大洲商工会議所

担当 高松国税局税務相談室

砂不動産相談

とき 9月15円 9時一16日、予

ところ 宅地建物取引業協会大

洲支部(常磐町紺フヂエダ内)

惨国民年金相談

と き 9月30円 10日寺~15日寺

ところ 市役所市民課

民当社会保険事務所係官

13時一16時

イシ

※国民年金について疑問をもっ

ておられる方は、良い機会です

からお気軽にこ利用ください。

休日の漏水修理
ま lこ まり
し Aて f吏づ、
よもいすさ

月 日 当番業者 宜主 う s.Mま 。な

9月6B 滝田商白 5-0901 。あり しよ残り 浴そ

9月13日 土居鉄工所 4-4519 る う。?は易; う

9月15日 中野管工事工業 4-3792 
源資 洗でも

で た二
9月20日 (有)南予水道設備 4-4577 す く R

風 水。

9月23[1 j兵田ポンプ}吉 4-3086 大 ま y
邑 メ

七JJ きト
9月27tl 星加鉄工所 6-0020 寸なて Jレ

'-./ 

モJ10月4日 西田水道庖 6-0265 f吏
(;1: 

1，、 ど入

私

支
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読
書
の
秋
、
食
欲
の
秋
、
ス
ポ
ー
ツ
の
秋

な
ど
な
ど
、
秋
は
時
候
も
よ
く
、
何
を
す
る

に
も
よ
い
季
節
で
す
。
日
頃
、
無
為
の
時
を

週
、
こ
す
人
も
、
時
に
は
章
一
日
を
開
き
、
精
神
の

洗
た
く
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。
そ
の
気
に

な
れ
ば
、
読
む
べ
き
本
は
多
い
よ
う
で
す
。

現
代
人
の
活
字
離
れ
は
事
実
の
よ
う
で
す

が
、
や
は
り
、
読
後
の
充
足
感
は
何
物
に
も

勝
さ
る
と
思
う
の
で
す
が
・
・
・
:
・

Y 
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